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午前 ９時００分 開会 

 

開 会 の 宣 告 

○議長（竹島貴行君） ただいまの出席議員数は８人です。定足数に達しておりますので、

平成２４年３月舟橋村議会定例会を開きます。 

これから、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

○議長（竹島貴行君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、 

４番  明 和 善一郎 君 

５番  山 﨑 知 信 君 

を指名します。 

 

会 期 の 決 定 

○議長（竹島貴行君） 日程第２ 会期の決定について議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日３月６日から３月９日までの４日間とし、審議終了までとし

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（竹島貴行君） ご異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から３月９日審議終了までと決定しました。 

 

議 案 第 １ 号 か ら議 案 第 １ ９号 ま で 

○議長（竹島貴行君） 日程第３ 議案第１号 舟橋村表彰条例制定の件、日程第４ 議

案第２号 舟橋村暴力団排除条例制定の件、日程第５ 議案第３号 舟橋村特別会計条

例一部改正の件、日程第６ 議案第４号 舟橋村税条例一部改正の件、日程第７ 議案

第５号 舟橋村公民館条例一部改正の件、日程第８ 議案第６号 舟橋村立図書館協議

会設置条例一部改正の件、日程第９ 議案第７号 舟橋村ひとり親家庭等医療費助成に
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関する条例一部改正の件、日程第１０ 議案第８号 専決処分の承認を求める件、日程

第１１ 議案第９号 平成２３年度舟橋村一般会計補正予算（第８号）、日程第１２ 議

案第１０号 平成２３年度舟橋村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）、日程

第１３ 議案第１１号 平成２３年度舟橋村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）、

日程第１４ 議案第１２号 平成２３年度舟橋村後期高齢者医療事業特別会計補正予

算（第２号）、日程第１５ 議案第１３号 平成２４年度舟橋村一般会計予算、日程第

１６ 議案第１４号 平成２４年度舟橋村土地取得事業特別会計予算、日程第１７ 議

案第１５号 平成２４年度舟橋村国民健康保険事業特別会計予算、日程第１８ 議案第

１６号 平成２４年度舟橋村宅地造成事業特別会計予算、日程第１９ 議案第１７号 

平成２４年度舟橋村簡易水道事業特別会計予算、日程第２０ 議案第１８号 平成２４

年度舟橋村後期高齢者医療事業特別会計予算、日程第２１ 議案第１９号 舟橋村固定

資産評価審査委員会委員選任の件、以上１９議案を一括議題としたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（竹島貴行君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、議案第１号から議案第１９号までの１９議案を一括議題とし、提案理由

の説明を求めます。 

 

（提案理由の説明） 

○議長（竹島貴行君） 村長 金森勝雄君。 

○村長（金森勝雄君） おはようございます。 

  本日ここに平成２４年３月定例村議会を招集いたしましたところ、議員の皆様には、

公私ともにご多忙の中、ご出席賜り深く感謝申し上げます。 

  本日の定例議会に提出いたしました案件の説明に先立ちまして、所信の一端を申し上

げます。 

  初めに、東日本大震災についてであります。 

  昨年３月１１日１４時４６分ごろ、三陸沖を震源地とするマグニチュード９．０の海

溝型地震「平成２３年東北地方太平洋沖地震」が発生いたしました。 

  この地震に伴う大津波によって岩手県、宮城県、福島県、茨城県、千葉県など三陸沿

岸から関東地方沿岸の集落では壊滅的な被害が発生し、死者数は１６年前の阪神淡路大



 －５－

震災の６，４３４人を大幅に上回る１万５千余人となり、有史上最悪の災害となりまし

た。 

  また、東京電力福島第一原子力発電所では、地震による自動停止はしたものの、津波

により冷却能力を失い、国際原子力事象評価尺度レベル７というチェルノブイリ原発事

故に匹敵する深刻な原子力事故が併発いたしました。 

  この悪夢のような未曽有の出来事から、間もなく１年が経過しようとしております。 

  私たちは、この震災から何を学ばなければいけないのでありましょうか。私は、大き

な教訓として地域コミュニティーの再構築が最重要であると思っております。 

  そして、現代の社会課題の一つには、地域コミュニティーがあります。 

  今日、プライバシー保護の拡大に比例いたしまして、人と人とのつながりの希薄化が

進み、地域での防犯、災害時の協力や救済などの対応も遅滞化・無能化となりがちであ

る実態をマスコミが報道しております。 

  このたび、東日本大震災から過小の被災で済んだ地域では、避難時にお互いに声をか

け合って津波から非難することができた地域であり、また被災後早く倒壊した家屋等に

近所の人々が救出の手を差しのべた地域に多く見られたのでありました。 

  一方、大震災の翌日に、震度６の地震が３回も発生し、村の大半の家屋が倒壊した長

野県の２，３００人が住む栄村では、死者数がゼロでありました。 

  この数時間の間に３回も大きな地震が発生したにもかかわらず、隣近所や地域単位で

避難の呼びかけをし、倒壊した家屋には少しでも多く助け人を差し向け、地域ごとに避

難をしていたからという実情が地方紙を通じて大きく伝えられていたのであります。 

  このように、地域コミュニティーの効果は、ご近所の交流度で大きく変わってくるも

のと思います。 

  現在、本村では、人口も３，０００人を超えて、平均年齢も３８歳と非常に若返りま

した。住民構成は、旧来からの住民と新興宅地に居住する住民に分断されたコミュニテ

ィ課題も生じていると思います。それは単に人の交流促進が求められているというだけ

ではなく、新旧の集落コミュニティーでは、一方には高齢者が多く、また一方には若い

世代が集中するといった、地区ごとに構成世代が分かれていることによる地域間ギャッ

プが発生し、地域活動にも影響があらわれ始めていることであります。 

  この現状から本村に求められているものは、住民の理解を得ながら、地域が一帯とな

って取り組む地域コミュニティーの強化であると考えております。 
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  次に、舟橋村日本一の健康むらづくり構想についてであります。 

  平成２４年度は、舟橋村日本一の健康むらづくり構想を策定いたします。 

  これまで、私たちの健康保持には、食生活や運動、そして検診などの予防活動という

イメージがありました。もちろん予防活動は大切でありますが、近年では、地域住民の

健康を増進する社会的要因として「ソーシャルキャピタル」という概念が社会医学の分

野で注目を集めております。地域で暮らす人々の信頼、規範、ネットワークにより協調

行動が活発化し、社会環境の効率性を高めることができるという考え方であります。 

ソーシャルキャピタルが豊かな地域では、住民間の健康増進にかかわる情報の共有化

や健康行動の協調（例えば老人クラブ、子育てサークル、スポーツ・文化・芸術サーク

ル等の地域活動）がされやすくなり、結果として健康習慣が促進され、住民の健康が増

進されるとされております。また、ジョギングしやすいコースづくりや運動しやすい公

園整備なども、そうした活動を促進する要因となりますので、本村のまちづくり施策と

も深い関係があります。 

  このたび策定します健康構想は、地域が持つ独自のソーシャルキャピタルの実態に基

づき、それを政策的に強化・発展させることによって地域の健康を増進することを主要

な内容とすることにしております。 

  また、健康構想実現に向けた取り組みとしましては、舟橋会館を各種団体活動の拠点

に、団体間の事業連携を推進すると同時に、事業コーディネーターを配置いたしまして、

事業内容の充実化、組織力強化及び参加者の増加を目指します。 

  隣近所とのつき合いや自治会、各種団体など地域活動の活性化は、防犯・防災態勢の

強化そして健康の増進などに大きなつながりを持つもので、本村が目指す「協働型まち

づくり」の基礎となるものと思っております。 

  今後とも、地域団体等相互の情報共有・連携・協力関係の推進とともに、地域が一体

となったまちづくりを進めてまいる所存でありますので、皆様のご理解とご協力をお願

いいたします。 

  それでは、本日提案しております案件について、ご説明申し上げます。 

  議案第１号 舟橋村表彰条例制定の件につきましては、村政の発展に貢献された方等

を表彰することにより、自治の振興の促進を図ることを目的として、当該条例を制定す

るものであります。 

  議案第２号 舟橋村暴力団排除条例制定の件につきましては、昨年８月に「富山県暴
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力団排除条例」が施行されたことに伴い、本村においても条例を制定し、地域社会が一

体となった暴力団排除活動の実施、暴力団の資金源遮断と弱体化、壊滅を図り、村民の

安全で平穏な生活を確保するものであります。 

  議案第３号 舟橋村特別会計条例一部改正の件につきましては、制度改正に伴い、舟

橋村老人保健特別会計を廃止するものであります。 

  議案第４号 舟橋村税条例一部改正の件につきましては、地方税法の改正により、所

要の改正を行うものです。 

  議案第５号 舟橋村公民館条例一部改正の件及び議案第６号 舟橋村図書館協議会設

置条例一部改正の件につきましては、第２次地域主権改革一括法が施行されることに伴

い、所要の改正を行うものであります。 

  議案第７号 舟橋村ひとり親家庭等医療費助成に関する条例一部改正の件につきまし

ては、児童福祉法の改正により、所要の改正を行うものであります。 

  議案第８号 専決処分の承認を求める件につきましては、地方自治法第１７９条第１

項により予算案件１件を専決処分しましたので、同条第３項の規定により承認を求める

ものであります。 

  議案第９号 平成２３年度舟橋村一般会計補正予算（第８号）につきましては、既定

の予算に１，９５３万４，０００円を追加し、歳入歳出の総額を１５億８，９０６万円

とするものであります。今回の補正の主なものは、事業費の精査、地方交付税の増額等

により新たに８，０００万円余の財源が確保されましたので、今後の消防広域化のため

に、財政調整基金に８，０００万円を積み立てするものであります。 

  議案第１０号 平成２３年度舟橋村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）に

つきましては、既定の予算に１、９８３万円を追加し、歳入歳出の総額を２億１，１９

９万５，０００円とするものであります。今回の補正は、事業費の精査に伴い保険給付

費等の増額をお願いするものであります。 

  議案第１１号 平成２３年度舟橋村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、既定の予算に５２５万６，０００円を追加し、歳入歳出の総額を１億２，３

０７万４，０００円とするものであります。 

今回の補正は、配水ポンプ盤修繕料１６０万円を追加するものであります。 

  議案第１２号 平成２３年度舟橋村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

につきましては、既定の予算から１６２万円を減額し、歳入歳出の総額を４，１８１万
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７，０００円とするものであります。 

今回の補正は、事業費の精査に伴い、後期高齢者医療広域連合負担金を減額するもの

であります。 

  議案第１３号から議案第１８号までの６議案につきましては、平成２４年度舟橋村一

般会計予算並びに各特別会計予算であります。 

  それでは、平成２４年度予算編成に当たっての基本的な考え方について申し上げます。 

  予算編成に当たっては、第４次総合計画に掲げる舟橋村の将来像「命かがやく 笑顔

あふれる しあわせいっぱい ふなはし」の実現に向け、同計画の基本目標に即した重

点施策分野を優先するとともに、事務事業の取捨選択を行い、本村のメインテーマであ

る「協働型まちづくり」関連事業や、安全・安心なまちづくり関連事業を中心に、将来

への投資や村民の暮らしに身近な事業へ財源を重点的に配分を行い、住民が一丸となっ

て幸せいっぱいにあふれる村の創造を目指して、予算づくりに努めました。 

  また、日本経済は、東日本大震災からの復興需要等、景気の持ち直し基調が期待され

る一方で、依然、海外景気の下振れ懸念や円高等による景気の下押しリスクが存在して

いるとされ、今後も不安定な状況が継続すると予想されます。 

本村も、財政構造の改善を図りつつ、村民のニーズに即応した行政サービスを確保す

るために、予算にめり張りをつけ、最小の経費で最大の効果が生まれるよう配慮いたし

ました。 

  それでは、新年度予算案の概要について申し上げます。 

  平成２４年度の会計別予算規模は、一般会計１５億１，８３７万円（対前年度比１．

８％減）、土地取得事業特別会計３２万４，０００円（対前年度比０．３％増）、国民健

康保険事業特別会計１億７，９１０万円（対前年度比６．７％増）、宅地造成事業特別

会計２０万４，０００円（前年度同額）、簡易水道事業特別会計９，７８４万８，００

０円（対前年度比１６．９％減）、後期高齢者医療事業特別会計４，３６９万円２，０

００円（６．７％増）、全会計総額１８億３，９５３万８，０００円（対前年度比１．

８％減）を計上しております。 

  まず、一般会計について申し上げます。 

  歳入では、村税は、日本経済の低迷による影響が予測されるものの、地方税法の改正

による増額が見込まれ、個人村民税では、対前年度比２，３２５万３，０００円、率に

して１７％増の１億６，０３５万３，０００円を見込み、固定資産税では、評価替えの
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年度に当たるため、前年度比４４１万１，０００円、率にしで２．５％減の１億７，０

５７万３，０００円を見込みました。 

  このことから、総額では３億９，１２０万３，０００円となり、対前年度比２，２８

１万５，０００円、率にして６．２％の増額となっております。 

  地方交付税では、地方財政対策において地域主権改革に沿った地方財源の充実を図る

ため、前年度に対して増額されたこと及び一部の算定費目で国勢調査人口が１１％増加

したことなどを勘案し、対前年度比１，２００万円、率にして２．１％増額の５億８，

３００万円を見込んでおります。 

  また、村債では、国の地方財政計画に基づき、交付税の不足を補てんする措置として

発行できる臨時財政対策債を対前年度比２４０万円、率にして２．９％減額の７，９０

０万円を計上いたしました。 

  歳出では、第４次舟橋村総合計画基本構想に掲げる６つの基本目標に基づき編成して

おります。 

  第１に、「協働でともに進めるまちづくり」につきましては、自治功労者等を表彰し、

自治振興の促進を目的とした自治功労表彰に係る費用として１５万円、各種団体間の事

業連携の促進及び充実のため、団体活動活性化事業５００万円及び地域活動団体連携促

進事業５０万円、自治会活動の活性化を図るため、コミュニティ振興交付金２５０万円、

新公会計制度に対応するため、公有財産管理システム整備事業７６６万円５，０００円

等を計上しております。 

  第２に、「安心して健康に暮らせるまちづくり」につきましては、村民の健康増進を図

るため、日本一の健康村づくり構想策定事業７６１万３，０００円、また少子化対策に、

妊産婦検診事業３４３万１，０００円、障害者対策には、障害者のニーズに対応した適

切な福祉サービスを展開するため、障害者計画策定事業２３６万５，０００円、運転免

許を自主返納した高齢者の生活を支援するため、高齢者運転免許自主返納者生活支援事

業９６万円、舟橋地内で建設が予定されているグループホームヘの補助金として、介護

基盤緊急整備特別対策事業費交付金３，０００万円等を計上しております。 

  第３に、「子どもを産み育てやすいまちづくり」につきましては、小学校の特別支援教

育支援員及び事務補助員の配置に係る経費といたしまして２３４万８，０００円、食育

を推進するため、元気とふれあいの学校給食づくり事業５０万円等を計上しております。 

第４に、「安全に暮らせるまちづくり」につきましては、東日本大震災を教訓に緊急地
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震速報を小・中学校へ直接伝達し迅速に対応するため、小・中学校緊急地震速報受信機

設置事業１３１万１，０００円、舟橋駅周辺及び地下道での犯罪防止のため、舟橋駅防

犯カメラ設置事業１９５万３，０００円、災害時の一次避難所である地区公民館の耐震

化を促進する地区公民館耐震診断・耐震改修補助金１５０万円、地域防災力の向上のた

め、自主防災組織資機材整備事業交付金９０万円、災害時の飲料水等を確保するため、

消雪井戸利用型災害時消火栓・給水システム設置事業３１５万円、外灯・交通安全施設

事業１２０万円、消火栓ボックス等更新事業３１５万円等を計上しております。 

  第５に、「自然と共生した快適なまちづくり」につきましては、空き家対策及び木造住

宅の改修促進のため、住宅相談窓口設置事業３０万円、木造住宅耐震改修支援事業４８

０万円及びセカンドライフ住宅取得支援事業補助金１００万円、空き家を利用した富山

型デイサービス施設開設に対する補助金として、小規模住宅地区等改良事業補助金２，

１２０万円、安定した給水及び消火栓の機能向上を図るため、第１水源地機械電気設備

工事の実施に伴う簡易水道事業会計繰出金４５０万円、地域の除雪ボランティア活動を

支援する地区除雪活動支援事業１３３万円、幹線村道の改良及び消雪施設の更新及び新

設等に社会資本整備総合交付金事業８，１００万円等を計上しております。 

  第６に、「活力あふれるまちづくり」につきましては、村の特産品であるカボチャの販

売促進を目的としたカボチャ商品開発事業４０万円、転作作物として新たにソバの作付

けを推進するため、転作作物推進助成金１００万円、農業経営安定化施策の一端として、

人・農地プラン策定事業９０万円、農地相談員設置事業７２万８，０００円、共同利用

農業機械購入事業８０万円、農地利用集積円滑化事業１００万円、わな猟免許取得支援

事業４０万円等を計上しております。また、平成２７年度に「舟橋村史」の発刊を目指

して、村史編纂事業５５８万７，０００円を計上しております。 

  次に、特別会計予算について申し上げます。 

  土地取得事業特別会計は、前年度とほぼ同額の３２万４，０００円であります。財源

には前年度繰越金を充当しております。 

  国民健康保険事業特別会計は、歳出で被保険者の医療費にかかる保険給付費１億２，

２３４万２，０００円、後期高齢者医療支援金１，８３６万７，０００円、また高額医

療費に対応するための共同事業拠出金に２，０１３万４，０００円を計上しております。 

  一方歳入では、国民健康保険税３，５５２万１，０００円、保険者間の医療費負担の

不均衡を是正する前期高齢者交付金３，０９０万１，０００円、療養給付費交付金１，
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０８３万８，０００円を計上しております。 

  宅地造成事業特別会計は、前年度と同額の２０万４，０００円であります。財源には

前年度繰越金を充当しております。 

  簡易水道事業特別会計は、安定した飲料水の供給及び消火栓機能の向上のため、第１

水源地機械電気設備工事費２，４１５万円を計上しております。財源といたしましては、

簡易水道使用料４，６０８万円、国庫補助金４２２万４，０００円、一般会計繰入金４

５０万円を充当しております。 

  後期高齢者医療事業特別会計は、歳出で後期高齢者医療広域連合納付金４，２５８万

３，０００円を計上しております。歳入の財源としては、後期高齢者医療保険料１，３

５６万７，０００円、一般会計繰入金３、０１１万８，０００円を充当しております。 

  議案第１９号 舟橋村固定資産評価審査委員会委員選任の件につきましては、松田健

治委員が平成２４年３月１３日をもって任期満了になります。引き続き松田健治氏にお

願いしたいので、地方税法第４２３条第３項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの

であります。 

  以上、提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重審議の上、適切な議決を賜りますよ

うお願い申し上げて、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（竹島貴行君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

散 会 の 宣 告 

○議長（竹島貴行君） 以上をもって本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれにて散会します。 

 

午前 ９時３５分 散会 


